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研究成果の概要： 

 本研究は，在宅虚弱高齢者の転倒恐怖の軽減効果を検証することを目的とした．第１研
究では転倒恐怖と身体活動量および健康関連 QOL との関連について検討し，歩数量が低い
女性高齢者は転倒恐怖が影響していた．また転倒恐怖を保有する高齢者は，3METs 以上の
身体活動量と健康関連 QOL が低下していることが示された．第２研究では身体活動量を改
善する作業療法プログラムを実施し，現在介入効果について検証している． 
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１．研究の背景 
高齢者が転倒恐怖を持つと身体活動の制

限を引き起こし，QOL を低下させると報告さ
れている 1）．しかし身体活動量低下との関連
や身体活動の改善による転倒恐怖の軽減効
果は十分に明らかにされていない． 
 
２．研究の目的 
在宅虚弱高齢者の転倒恐怖と身体活動量

および健康関連 QOL の関連を検討する． 
 
３．研究の方法 
通所サービスを利用している高齢者を対

象に，転倒恐怖と身体活動量（歩数量，MET
ｓ），健康関連 QOL を測定し，比較検討した． 
 
４．研究成果 
歩数量が低い女性高齢者では転倒恐怖が

影響していた．また転倒恐怖を保有している
者は 3METs 以上の身体活動と健康関連 QOL が
低下していることが示された． 
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